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　最
終
選
考
会
は
二
月
十
一
日
、
千
葉
市
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
で

開
催
。
選
考
委
員
は
能
村
研
三
、
増
成
栗
人
、
秋
尾
敏
、
北
川
昭
久
、
村

上
喜
代
子
、
石
井
紀
美
子
、
高
橋
健
文
、
加
藤
峰
子
、
染
谷
卓
の
九
名
。

選
考
基
準
を
確
認
後
、
予
備
審
査
の
結
果
を
参
考
に
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
、別
表
の
通
り
決
定
し
た
。
応
募
作
品
は
次
の
二
十
六
篇
。（
到
着
順
・

敬
称
略
）

　「
砂
の
舟
」
浪
岡

　玄
、「
父
と
ゐ
る
景
色
」
滝
口
美
智
子
、「
郷
里
」

上
田
玲
子
、「
傾
き
」
葛
西
茂
美
、「
赤
き
糸
」
西
嶋
久
美
子
、「
古
都
小

春
」
平
野
み
ち
代
、「
立
ち
位
置
」
伊
藤
早
苗
、「
お
で
ん
」
飯
田
協
子
、

「
雪
」
奥
井
あ
き
、「
一
太
刀
」
岡
澤
田
鶴
、「
燕
来
る
」
田
邑
利
宏
、「
雁
」

高
橋
敏
夫
、「
心
音
」
祐

　森
司
、「
鳳
凰
三
山
」
相
川

　健
、「
寒
木
瓜
」

有
田
川
あ
き
、「
流
星
」
大
久
保
文
夫
、「
檸
檬
の
島
」
尾
川
美
保
子
、「
負

け
な
い
」
水
沢
和
世
、「
春
う
ら
ら
」
斎
藤
信
一
、「
音
」
山
内
洋
光
、「
基

地
の
子
」
藤
代
康
明
、「
ほ
ほ
づ
ゑ
」
橘
内
訓
子
、「
銘
仙
」
五
十
嵐
紀
子
、

「
鶴
と
亀
」
平
山
武
彦
、「
夏
帽
子
」
木
村
美
翠
、「
遠
富
士
」
古
谷
誠
司
。

　予
備
審
査
の
結
果
十
点
以
上
を
得
た
「
砂
の
舟
」「
心
音
」「
ほ
ほ
づ
ゑ
」

「
遠
富
士
」「
一
太
刀
」「
銘
仙
」
が
受
賞
対
象
候
補
と
な
っ
た
。
上
位
二

篇
は
点
数
も
拮
抗
し
優
劣
つ
け
が
た
く
、
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
気

に
な
る
点
が
あ
る
と
の
理
由
で
、
今
回
は
協
会
賞
の
該
当
は
な
く
、
準
賞

二
名
と
な
っ
た
。

　「
砂
の
舟
」

　幅
広
い
俳
諧
味
、
世
相
風
評
も
あ
る
が
詩
心
も
あ
り
、
も

の
の
見
方
が
面
白
い
。
文
学
的
で
あ
る
が
、
最
後
の
二
句
が
惜
し
い
な
ど

と
。
一
方
、
観
念
的
で
頭
だ
け
で
作
っ
た
感
あ
り
、
砂
の
舟
の
テ
ー
マ
が

不
明
、
な
ど
の
評
も
あ
っ
た
。

　「
心
音
」

　独
自
性
と
詩
情
が
あ
り
心
に
響
い
た
。
感
覚
的
な
表
現
で
景

の
中
に
詩
が
籠
っ
て
い
る
。
季
語
が
生
き
て
い
る
。
俳
句
ら
し
い
面
白
さ

も
あ
る
が
、
上
手
す
ぎ
る
、
俳
句
臭
い
、
技
巧
的
で
あ
る
、
と
の
選
評
も

あ
っ
た
。

　佳
作
作
品
は
点
数
の
順
位
と
な
っ
た
。

　「
ほ
ほ
づ
ゑ
」

　感
性
が
若
い
、
日
常
に
詩
を
と
ら
え
て
い
る
。
や
り
す

ぎ
て
い
る
句
も
あ
る
が
、
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
。
柔
ら
か
く
暮
ら
し
の
機

微
を
詠
い
、
明
る
い
詩
情
が
見
え
る
、
と
の
選
評
が
あ
っ
た
。

　「
遠
方
富
士
」

　二
十
句
を
日
常
の
身
近
な
素
材
で
衒
い
な
く
ま
と
め
ら

れ
た
。
対
象
を
し
っ
か
り
捉
え
、
安
定
し
た
詠
み
ぶ
り
の
句
が
多
い
。
季

語
の
あ
し
ら
い
、
取
り
合
わ
せ
の
良
い
句
も
多
い
。
一
方
、
一
句
に
季
語

が
二
つ
あ
る
句
が
あ
る
、
独
自
の
視
点
が
欲
し
い
、
と
の
選
評
が
あ
っ
た
。

　協
会
賞
応
募
に
あ
た
り
、
珠
玉
の
作
品
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
皆
様
に

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。
来
期
も
奮
っ
て
力
作
を
応
募
し
て
頂
き
た
い
。

（
担
当
理
事

　染
谷
卓

　清
水
佑
実
子

　坂
井
博
）

＊
協
会
賞
選
考
基
準

①
委
員
の
半
数
以
上
が
五
位
以
内
に
推
薦
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
。

②
委
員
の
一
人
以
上
が
一
位
に
推
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
。

③�

右
の
①
②
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
基
準
と
す
る
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
れ
ば
審
議
の
対
象
と
す
る
。
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審 査 員 査 定 順 位成　績 得点 住 所 所属結社作者名

準賞

準賞

佳作 1

佳作 2

浪岡　　玄

祐　　森司

橘内　訓子

古谷　誠司

松戸市

松戸市

東京都
板橋区

千葉市

遊牧
流山一茶会

鴻

いには

森の座
群青

17

16

14

12

1
5

2
4

1
5
4
2

　 1
5

4
2

1
5
3
3

4
2

3
3
4
2

1
5

1
5
2
4
5
1

5
1
1
5

砂の舟

心音

ほほづゑ

遠富士

表　題

審　査　員（五十音順）

村
上
喜
代
子

増
成

　
栗
人

能
村

　
研
三

髙
橋

　
健
文

染
谷

　
　
卓

北
川

　
昭
久

加
藤

　
峰
子

石
井
紀
美
子

秋
尾

　
　
敏

【 得点 】　１位＝５点
　　　  　　２位＝４点
　　　  　　３位＝３点
　　　  　　４位＝２点
　　　  　　５位＝１点

第38回 協会賞入賞作品審査表 （上段が順位・下段が得点）

協
会
賞
　
準
賞

協
会
賞
　
準
賞

　
　砂
の
舟	

浪
岡
　
　玄

コ
ス
モ
ス
や
風
の
記
憶
の
ま
ま
活
け
る

砂
の
舟
発
つ
て
し
ま
ひ
し
秋
の
浜

鳴
き
砂
の
よ
く
鳴
く
こ
と
も
秋
の
声

鴉
に
も
つ
む
じ
は
あ
ら
む
風
祭

抱
く
も
の
は
冬
瓜
の
み
と
な
り
に
け
り

曼
珠
沙
華
墓
石
に
顔
の
映
り
こ
む

白
露
の
日
箸
の
朱
の
透
く
水
晶
煮

日
記
に
は
一
行
茶
の
花
が
咲
い
た
と

つ
ぎ
つ
ぎ
と
訃
報
冬
至
南
瓜
硬
し

総
身
に
陽
の
ゆ
き
わ
た
り
大
枯
木

冬
銀
河
行
く
た
め
の
靴
棺
に
入
る

春
寒
を
ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
の
や
う
に
ゐ
る

涅
槃
図
を
過
ぎ
地
獄
図
の
客
と
な
る

春
一
番
か
ぱ
ん
と
亀
の
く
つ
が
へ
る

憲
法
記
念
日
や
さ
し
き
声
の
詐
欺
電
話

サ
ー
カ
ス
の
猿
の
真
顔
や
桜
桃
忌

ど
う
し
て
も
上
手
く
畳
め
ぬ
蛇
の
衣

ひ
き
が
へ
る
う
ち
の
子
で
す
と
紹
介
す

三
界
に
家
あ
り
黴
の
家
な
れ
ど

夏
の
果
歩
く
だ
け
の
ペ
ン
ギ
ン
シ
ョ
ー

　
　心
音	

祐
　
　森
司

ほ
の
淡
き
光
纏
う
て
落
葉
掻
く

冬
構
硝
子
の
中
の
石
の
斧

發
酵
す
縁
切
寺
の
冬
紅
葉

狼
よ
来
よ
口
笛
吹
い
て
さ
み
し

海
に
伝
説
山
に
伝
承
七
五
三

玄
関
の
灯
を
明
る
め
よ
憂
国
忌

賀
状
書
く
机
に
遠
き
も
の
宿
る

レ
ノ
ン
忌
の
無
理
矢
理
開
け
る
瓶
の
蓋

人
の
影
長
く
短
く
山
眠
る

去
つ
て
ゆ
く
宅
配
業
者
日
の
短

む
さ
さ
び
の
鳴
く
夜
醪
の
爆
ぜ
る
夜

一
木
の
根
の
深
く
あ
り
十
二
月

雪
見
障
子
時
空
の
窓
の
ご
と
き
も
の

蟹
雑
炊
さ
ら
り
と
星
の
夜
で
あ
り
ぬ

吾
に
我
あ
り
ジ
ャ
ン
バ
ー
の
試
着
室

黒
砂
糖
齧
り
て
苦
し
冬
休
み

ア
イ
フ
ォ
ン
の
指
先
に
ふ
と
雪
女
郎

寒
の
雨
縄
文
の
火
が
見
え
て
く
る

風
花
や
睫
毛
の
先
の
山
の
こ
ゑ

ス
ト
ー
ブ
の
駅
に
心
音
温
め
り
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協
会
賞
　
佳
作
１

　
　ほ
ほ
づ
ゑ	

橘
内
　訓
子

初
夢
を
忘
れ
ぬ
や
う
に
う
つ
ぶ
せ
る

立
春
や
ず
い
と
引
き
た
る
テ
ー
プ
糊

よ
そ
ゆ
き
の
顔
と
目
の
合
ふ
紅
椿

あ
く
び
し
て
ビ
ル
の
切
り
取
る
春
の
空

花
曇
流
行
の
店
の
紙
袋

純
喫
茶
の
軽
食
メ
ニ
ュ
ウ
日
永
か
な

万
緑
の
風
を
沐
す
る
堤
か
な

軽
ト
ラ
の
窓
は
全
開
柿
若
葉

髪
を
結
ふ
上
目
遣
ひ
や
更
衣

痺
れ
と
ふ
味
覚
も
あ
り
て
生
ビ
ー
ル

妖
怪
の
小
さ
な
図
鑑
帰
省
か
な

ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
の
砂
に
埋
も
る
る
夏
の
果

前
略
と
書
き
て
ほ
ほ
づ
ゑ
夜
の
秋

屋
号
も
て
呼
び
交
は
す
里
西
瓜
食
ぶ

立
秋
や
合
同
展
の
案
内
状

桃
の
皮
引
け
ば
宵
か
ら
夜
に
な
る

濡
れ
そ
ぼ
つ
牡
鹿
の
孤
独
興
福
寺

黙
す
れ
ば
ざ
わ
つ
く
葉
風
後
の
月

小
鳥
来
る
毛
先
に
残
り
た
る
パ
ー
マ

冬
晴
の
ニ
ス
の
刷
毛
目
に
届
き
た
る

協
会
賞
　
佳
作
２

　
　遠
富
士	

古
谷
　誠
司

誰
も
踏
ま
ぬ
ホ
ー
ム
の
は
た
へ
春
の
雪

こ
ゑ
通
る
控
へ
選
手
や
つ
ば
く
ら
め

春
駒
の
脚
を
問
は
る
る
日
の
近
し

桜
な
ほ
盛
り
の
街
へ
夜
行
バ
ス

御
礼
と
祝
の
絵
馬
満
つ
四
月
か
な

埋う
め
た
て

立
地
の
高
炉
囲
へ
る
夾
竹
桃

花
あ
や
め
木
道
真
中
を
乳
母
車

二
番
草
浚
ふ
日
照
雨
に
打
た
れ
つ
つ

駅
な
か
を
一
気
に
抜
け
る
神
輿
か
な

秋
う
ら
ら
譜
を
読
む
妻
の
鼻
眼
鏡

鰤
刺
を
半
値
で
買
う
て
秋
と
も
し

負
ひ
綱
を
解
く
歩
荷
の
花
野
か
な

べ
た
凪
の
湾
に
鰡
飛
ぶ
夕
ま
ぐ
れ

木
犀
や
夜
勤
の
ひ
と
と
す
れ
違
ふ

新
豆
腐
伏
流
水
を
笊
に
切
り

定
位
置
へ
戻
す
ネ
ク
タ
イ
冬
隣

車
中
み
な
家
族
の
ご
と
し
着
ぶ
く
れ
て

底
冷
え
の
街
や
頭
上
を
モ
ノ
レ
ー
ル

葱
提
げ
て
遠
富
士
望
む
階
に

盛
塩
の
小
さ
く
な
り
け
り
空
つ
風

二
〇
二
四
年
度

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
　通
常
総
会
・

協
会
賞
贈
賞
式
・
新
緑
交
流
会
の
ご
案
内

　当
協
会
の
通
常
総
会
と
協
会
賞
贈
賞
式
、
新
緑
交
流
会
を

左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　記

日
　時
　五
月
二
十
六
日
（
日
）
受
付
開
始
十
二
時
半
よ
り

会
　場
　「
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」

　
　
　
　二
階
「
ル
ビ
ー
の
間
」

　
　
　
　千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
八
―
五

　
　
　
　電
話

　〇
四
三
―
二
四
七
―
七
二
一
一

　
　
　
　Ｊ
Ｒ
京
葉
線
、
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

　
　
　
　千
葉
み
な
と
駅
よ
り
徒
歩
一
分

会
場
整
理
費
　千
円
（
受
付
で
徴
収
）

【
通
常
総
会
】
十
三
時
よ
り

　議
題
１

　二
〇
二
三
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

　
　
　２

　二
〇
二
四
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
予
算（
案
）他

　
　
　３

　そ
の
他

　※
別
途
送
付
の
葉
書
で
出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
第
三
十
八
回
協
会
賞
贈
賞
式
】
十
四
時
十
分
よ
り

　受
賞
者

　浪
岡

　玄
氏

　祐

　森
司
氏

　
　
　
　
　橘
内
訓
子
氏

　古
谷
誠
司
氏

【
新
緑
交
流
俳
句
会
】
十
五
時
よ
り

　俳
句
会

　会
員
各
位
に
案
内
送
付
済

　事
前
投
句
二
句

　投
句
料
一
組
千
円
（
投
句
は
何
組
で
も
可
）�

以
上

　
　二
〇
二
四
年
四
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

　会
　長
　能
　村
　研
　三
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【
贈
賞
式
】

　
第
九
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
贈
賞
式
は
、
令
和
六

年
二
月
十
一
日
、
千
葉
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

て
午
後
一
時
よ
り
行
わ
れ
た
。
快
晴
の
穏
や
か
な

日
差
し
の
中
、
秋
尾
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
司
会
は
石
井
理
事
長
、
能
村
会
長
の
挨
拶
の
後
、

村
上
担
当
部
長
よ
り
選
考
過
程
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
今
回
は
当
初
候
補
の
句
集
が
少
な
く
、
選
考
そ

の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
最
終
的
に
八
冊
の
句

集
が
審
議
さ
れ
、
大
賞
は
二
名
、
清
水
伶
氏
の
「
素

描
」、
林
昭
太
郎
氏
の
「
花
曇
」
と
決
ま
り
、
奨
励

賞
と
し
て
椎
名
鳳
人
氏
の
「
母
情
」
が
推
さ
れ
た
。

　
大
賞
二
つ
は
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
難
く
二
方

を
大
賞
と
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

　
祝
辞
の
中
で
、
能
村
会
長
は
清
水
伶

氏
を
信
仰
に
根
差
し
た
透
徹
し
た
抒
情

と
評
さ
れ
、
対
し
て
伶
氏
は
「
素
描
と

は
私
の
日
常
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
返

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
林
昭
太
郎
氏
に
は
増
成
副
会

長
が
「
難
し
い
こ
と
は
何
一
つ
言
わ
ず
、

こ
の
詩
情
」
と
言
わ
れ
た
の
に
対
し
、

昭
太
郎
氏
は
恩
師
で
あ
る
能
村
登
四
郎

の
「
景
を
体
の
中
で
熟
成
さ
せ
る
」
と

い
う
言
葉
」
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、

新
春
交
流
会
・
第
九
回 

千
葉
県
俳
句
大
賞
贈
賞
式

【
新
春
交
流
俳
句
会
】

　
今
年
度
の
新
春
交
流
会
俳
句
会
に
は
投
句
者
数

延
べ
九
十
二
名
百
八
十
四
句
集
ま
っ
た
。
近
年
投

句
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
打
開
策
の
一
つ

と
し
て
投
句
用
紙
の
カ
ラ
ー
化
と
複
数
組
の
投
句

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
昨
年
度
よ
り

二
十
四
句
増
加
し
た
。
し
か
し
百
句
に
は
届
か
な

か
っ
た
。
次
回
か
ら
投
句
用
紙
に
何
組
で
も
可
と

明
記
し
会
員
皆
様
の
協
力
を
得
て
百
句
超
え
を
め

ざ
し
た
い
。

　
俳
句
会
は
贈
賞
式
後
同
じ
ル
ビ
ー
の
間
に
て

十
四
時
か
ら
高
橋
副
理
事
長
の
司
会
に
よ
り
始
ま

り
、
予
め
協
会
役
員
理
事
三
十
五
名
の
選
句
さ
れ

た
句
が
加
藤
事
務
局
長
、
祐
理
事
に
よ
っ
て
披
講

さ
れ
た
。
理
事
八
名
の
点
盛
係
に
よ
り
採
点
さ
れ
、

一
位
か
ら
十
六
位
ま
で
と
協
会
役
員
に
よ
る
特
選

賞
が
決
定
し
た
。�

（
結
果
別
掲
）

　
ま
た
採
点
集
計
の
間
、
会
長
、
副
会
長
に
よ
る

講
評
が
行
わ
れ
好
評
を
博
し
た
。

　
続
い
て
高
橋
副
理
事
長
の
成
績
発
表
が
あ
り
一

位
か
ら
十
六
位
ま
で
の
入
賞
者
と
特
選
賞
八
名
の

賞
品
授
与
が
行
わ
れ
た
。
欠
席
者
に
は
後
日
郵
送

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
十
六
時
に
増
成
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
俳
句

会
は
幕
を
閉
じ
た
。�

（
平
岡
育
也
）

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
椎
名
鳳
人
氏
に
対
し
て
、
北
川
副
会

長
の
「
い
ず
れ
の
句
も
共
感
が
出
来
、
や
さ
し
さ

に
満
ち
て
い
る
」
と
の
言
葉
に
、「
若
い
こ
ろ
に
右

手
を
潰
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
返
っ
て
今
日
の

私
を
作
っ
た
と
思
う
」
と
し
み
じ
み
述
懐
な
さ
れ

た
。

　
受
賞
者
の
方
々
は
、俳
人
協
会
、現
代
俳
句
協
会
、

伝
統
俳
句
協
会
と
そ
れ
ぞ
れ
の
協
会
に
属
さ
れ
て

い
る
が
、
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
は
そ
れ
ら
の
枠

を
越
え
て
有
為
な
人
材
を
賞
す
る
こ
と
も
活
動
目

的
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
お
近
く
に
優
れ
た
人
材

が
お
ら
れ
れ
ば
、
ど
う
か
遠
慮
な
く
ご
推
挙
頂
き

た
い
と
切
に
願
う
も
の
だ
。�

（
祐
　
森
司
）

挨拶にたつ能村会長

千葉県俳句大賞受賞者を囲んで
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俳
句
会
作
品
集

【
特
選
句
】

能
村
研
三
会
長
特
選

　
立
春
大
吉
つ
る
ん
と
剥
け
る
ゆ
で
玉
子�

本
池
美
佐
子

増
成
栗
人
副
会
長
特
選

　
戦
争
の
雨
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
雨�

斉
藤
と
き
は

秋
尾
敏
副
会
長
特
選

　
灯
の
入
り
て
聖
樹
は
森
の
香
を
放
つ�

林
　
昭
太
郎

北
川
昭
久
副
会
長
特
選

　
町
師
走
鷹
女
の
像
の
端
然
と�

大
久
保
文
夫

石
井
紀
美
子
理
事
長
特
選

　
山
里
に
け
も
の
お
り
き
て
山
眠
る�

重
城
　
弥
生

髙
橋
健
文
副
理
事
長
特
選

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
返
事
勤
労
感
謝
の
日�

斉
藤
と
き
は

加
藤
峰
子
事
務
局
長
特
選

　
寒
鯉
や
水
底
の
沙
汰
ぬ
ら
り
吐
く�

奥
井
　
あ
き

川
合
憲
子
顧
問
特
選

　
山
眠
る
い
つ
し
か
風
の
子
守
唄�

谷
本
　
元
子

【
入
賞
者
と
代
表
作
品
】

（
二
句
合
計
点
数
、
○
数
字
は
順
位
、
一
句
の
み
記
す
）

①
戦
争
の
雨
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
雨�

15
点斉

藤
と
き
は

②
冬
林
檎
こ
と
り
と
夜
が
や
つ
て
く
る�

９
点祐

　
　
森
司

③
芒
原
風
が
出
口
を
探
し
て
る�

９
点石

井
紀
美
子

④
灯
の
入
り
て
聖
樹
は
森
の
香
を
放
つ�
８
点林

　
昭
太
郎

⑤
下
総
の
雪
の
は
じ
め
の
橋
ひ
と
つ�
８
点髙

橋
　
健
文

⑥
ほ
ん
た
う
の
重
さ
に
な
り
ぬ
干
大
根�

７
点中

村
　
世
都

⑦
寒
鯉
や
水
底
の
沙
汰
ぬ
ら
り
吐
く�

６
点奥

井
　
あ
き

⑧
銀
杏
を
拾
ふ
指
先
よ
り
暮
る
る�

６
点谷

本
　
元
子

⑨
落
花
生
ぼ
つ
ち
ど
か
つ
と
日
の
座
る�

６
点横

尾
か
ん
な

⑩
煮
凝
を
崩
し
ひ
と
り
と
な
る
夕
べ�

６
点増

成
　
栗
人

⑪
枯
葉
に
は
枯
葉
の
色
の
風
の
音�

６
点中

村
　
　
瞳

⑫
冬
銀
河
オ
セ
ロ
の
白
の
裏
が
え
り�

６
点清

水
　
　
伶

⑬
不
可
解
な
は
じ
め
と
を
は
り
枇
杷
の
花�

６
点藤

岡
　
貞
夫

⑭
漱
石
忌
草
に
座
れ
ば
草
の
声�

５
点北

川
　
昭
久

⑮
寒
波
来
る
欅
は
枝
を
密
に
張
り�

５
点能

村
　
研
三

⑯
煌
々
と
闇
統
ぶ
寒
月
の
孤
独�

５
点澤

田
　
英
紀

【
祝
賀
会
】

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
休
止
し
て
い
た
祝
賀
会
を
昨

年
五
月
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
移
行
し
た
こ
と
を
受
け

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
は
十
六
時
よ
り

ル
ビ
ー
の
間
に
て
受
賞
者
清
水
伶
様
、
林
正
太
郎

様
、
椎
名
鳳
人
様
の
三
名
、
来
賓
の
本
阿
弥
書
店

の
黒
部
隆
洋
様
を
含
め
三
十
一
名
に
て
開
催
さ
れ

た
。
宴
会
に
先
立
ち
参
加
者
全
員
の
集
合
写
真
を

撮
っ
た
。

　
宴
会
は
円
卓
三
台
の
着
席
方
式
、
料
理
は
和
洋

折
衷
の
卓
盛
七
品
目
の
コ
ー
ス
料
理
、
飲
み
物
は

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
形
式
で
行
わ
た
。　

司
会
は
秋
尾

副
会
長
が
務
め

能
村
会
長
の
開

会
の
挨
拶
、
増

成
副
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。

各
テ
ー
ブ
ル
で

は
賑
や
か
な
歓

談
で
盛
り
上

が
っ
た
こ
ろ
、

司
会
者
か
ら

指
名
さ
れ
た
方

や
名
乗
り
出
た

方
々
の
歌
で
会

祝賀会参加者

場
は
一
気
に
賑
や
か
さ
を
増
し
た
。
特
に
受
賞
者

の
椎
名
様
の
波
瀾
に
満
ち
た
生
涯
の
ト
ー
ク
と
民

謡
の
歌
唱
力
は
圧
巻
だ
っ
た
。

　
北
川
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
楽
し
い
二
時
間

の
幕
を
閉
じ
た
。�

（
平
岡
育
也
）
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千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス

千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス

　千
葉
市
俳
句
協
会
　吟
行
会

　
日
程
　
令
和
五
年
十
一
月
六
日
（
月
）

　
場
所
　�

千
葉
公
園
（
綿
打
池
、
荒
木
山
、
大
賀
蓮
・
蓮

華
亭
等
）

　
会
場
　
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
令
和
五
年
十
一
月
六
日
、
千
葉
市
俳
句
協
会
吟
行
会
が

行
わ
れ
た
。
再
結
成
後
初
め
て
の
吟
行
会
で
あ
り
、
千
葉

公
園
を
吟
行
地
と
し
、午
後
に
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

を
句
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
作
品

　十
位
ま
で
は
次
の
と
お
り

①
勝
負
師
の
貌
し
一
声
冬
の
鵙�

安
田
　
徳
子

②
公
園
の
機
関
車
ど
ん
ぐ
り
置
い
て
あ
る�

羽
村
美
和
子

③
ノ
ッ
ポ
さ
ん
の
帽
子
の
や
う
に
蓮
枯
る
る�

伊
藤
　
早
苗

④
枯
蓮
の
気
骨
の
一
本
直
立
す�

加
藤
　
峰
子

⑤
あ
り
あ
り
と
別
の
世
が
あ
り
蓮
の
骨�

石
橋
み
ち
こ

⑥
餌
を
漁
る
冬
鷺
杭
を
踏
み
外
し�

古
谷
　
誠
司

⑦
木
道
の
節
穴
い
く
つ
鰯
雲�

平
野
み
ち
代

⑧
そ
ぞ
ろ
寒
架
橋
演
習
索
条
跡�

山
﨑
　
幸
子

⑨
一
頻
り
鳴
く
や
鶺
鴒
忠
魂
碑�

髙
橋
　
葉
好

⑩
落
葉
踏
む
戦
争
の
こ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
こ
と�

篠
田
　
京
子

（
加
藤
峰
子
報
）

⚫

｜
｜ 
結 

社 

賞 

｜
｜
｜
｜⚫

い
に
は
同
人
賞
・
い
に
は
賞

第
十
四
回
い
に
は
同
人
賞
　
唐
笠
俊
郎

　
ひ
と
つ
ま
た
健
や
か
に
老
い
初
湯
か
な�

俊
　
郎

第
十
八
回
い
に
は
賞
　
斉
藤
信
一

　
乳
母
車
押
す
子
引
く
母
冬
う
ら
ら�

信
　
一

第
十
八
回
い
に
は
賞
　
千
田
愛

　
啓
蟄
の
石
に
彫
ら
れ
し
ギ
リ
シ
ャ
文
字�

愛

（「
い
に
は
」
二
月
号
よ
り
）

令
和
五
年
度
鴫
新
人
賞

鴫
新
人
賞
　
野
口
和
子

　
風
鈴
の
を
ち
こ
ち
鳴
り
て
足
湯
カ
フ
ェ�

和
　
子

鴫
新
人
賞
　
尾
川
美
保
子

　
爽
や
か
や
朝
の
目
覚
め
は
鳩
こ
ゑ
に�

美
保
子

鴫
新
人
賞
　
島
田
喜
郎

　
自
転
車
親
子
子
は
登
り
切
る
汗
の
坂�

喜
　
郎

（「
鴫
」
二
月
号
よ
り
）

第
三
十
回
鳳
声
賞
・
百
鳥
賞

鳳
声
賞
　「
蓮
華
草
」
後
藤
雅
夫

　
む
か
し
い
つ
も
き
や
う
だ
い
一
緒
蓮
華
草�

雅
　
夫

百
鳥
賞
　「
冬
ぬ
く
し
」
森
は
じ
め

　
冬
ぬ
く
し
鬼
手
仏
心
の
な
す
ま
ま
に�

は
じ
め

百
鳥
賞
　「
花
火
」
豊
田
昌
代

　
金
銀
の
お
湯
に
つ
か
り
て
女
正
月�

昌
　
代

（「
百
鳥
」
二
月
号
よ
り
）

令
和
六
年
「
沖
」
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
一
位
　「
国
境
の
島
」
石
﨑
和
夫

　
初
鴨
の
き
ら
り
水
尾
引
く
船
江
跡�
和
　
夫

入
選
二
位
　「
万
緑
の
底
」
浜
田
は
る
み

　
ぎ
ざ
ぎ
ざ
と
風
の
鳴
り
出
す
麦
の
秋�

は
る
み

入
選
三
位
　「
一
日
一
日
」
村
上
葉
子

　
朧
夜
の
風
の
廻
れ
る
糸
車�

葉
　
子

（「
沖
」
四
月
号
よ
り
）

「
響
焰
」
令
和
五
年
度
最
優
秀
作
家
賞

火
炎
賞
　「
夢
の
続
き
」
蓮
尾
硯
才

　
大
川
の
春
の
入
口
風
の
径�

硯
　
才

白
灯
賞
　「
光
整
う
」
牧
野
良
子

　
あ
の
頃
の
風
に
会
う
た
め
春
シ
ョ
ー
ル�

良
　
子

（「
響
焰
」
四
月
号
よ
り
）

令
和
五
年
「
ろ
ん
ど
賞
」「
ろ
ん
ど
新
人
賞
」

ろ
ん
ど
賞
　「
春
夏
秋
冬
」
能
松
祐
子

　
練
り
切
り
の
蕊
の
金
粉
春
立
て
り�

祐
　
子

ろ
ん
ど
賞
　「
赤
い
傘
」
佐
藤
正
代

　
赤
飯
を
炊
い
て
良
き
日
や
天
高
し�

正
　
代

ろ
ん
ど
新
人
賞
　「
絹
手
鞠
」
池
端
幸
惠

　
ガ
リ
バ
ー
と
な
る
蟻
の
列
う
か
と
踏
む�

幸
　
惠

ろ
ん
ど
新
人
賞
　「
月
涼
し
」
戸
塚
邦
子

　
舞
い
出
で
て
鈴
の
音
揃
う
初
神
楽�

邦
　
子

（「
ろ
ん
ど
」
四
月
号
よ
り
）

★
年
会
費
納
入
の
お
願
い

　
年
会
費
（
三
千
円
）
は
前
納
で
す
。
協
会
の
円

滑
な
運
営
の
た
め
、
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方

は
お
早
め
の
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
会
費
送
付
先
　
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
一
五
〇
―
六
―
三
五
二
三
四
四
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秋
深
む
古
り
し
格
子
戸
古
り
し
土
間�

山
崎
み
ち
子

静
け
さ
の
極
み
木
五
倍
子
の
花
ざ
か
り�

箕
輪
カ
オ
ル

基
金
御
礼
（
令
和
六
年
一
月
三
〇
日
以
降
）

　
石
井
紀
美
子
　
葛
西
　
茂
美
　
鎌
田
　
光
惠

　
椎
名
　
鳳
人

（
令
和
六
年
三
月
三
一
日
現
在
：
一
三
口
、
二
万
六
千
円
）

あ
び
こ
（
三
七
〇
号
）

　
鳴
き
か
は
す
み
ん
み
ん
か
な
か
な
法
師
蟬�

染
谷
　
　
卓

い
に
は
（
四
月
号
）

　
竹
筒
に
も
ら
ふ
樽
酒
牡
丹
雪�

村
上
喜
代
子

沖
（
四
月
号
）

　
高
階
に
住
み
て
鰯
の
頭
挿
す�

能
村
　
研
三

音
信
（
三
月
号
）

　
雪
中
花
越
前
海
岸
ふ
と
思
ふ�

白
鳥
紅
星
子

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
六
五
五
号
）

　
塵
ひ
と
つ
無
き
野
の
宮
に
初
詣�

三
枝
か
ず
を

響
焰
（
四
月
号
）

　
春
め
い
て
い
る
二
階
の
赤
い
椅
子�

米
田
　
規
子

草
の
実
（
二
月
号
）

　
老
健
こ
そ
黄
金
に
勝
る
福
寿
草�

逸
見
　
真
三

鴻
（
三
月
号
）

　
馬
鹿
一
生
ふ
く
ら
雀
と
な
る
雀�

増
成
　
栗
人

好
日
（
四
月
号
）

　
呼
ば
ぬ
の
に
来
る
寒
中
の
飛
蚊
症�

髙
橋
　
健
文

鴫
（
三
月
号
）

　
一
碧
の
海
へ
せ
り
出
す
野
水
仙�

加
藤
　
峰
子

軸
（
三
月
号
）

　
令
和
蕉
風
下
萌
を
踏
ん
で
い
る�

秋
尾
　
　
敏

獺
祭
（
三
月
号
）

　
小
夜
更
け
て
音
な
く
積
む
や
春
の
雪�

本
田
　
攝
子

野
火
（
三
月
号
）

　
昼
飯
を
食
ひ
に
出
る
と
き
時
雨
れ
け
り�

菅
野
　
孝
夫

初
蝶
（
四
月
号
）

　
ま
た
開
く
手
擦
れ
の
ス
マ
ホ
初
昔�
中
山
　
和
子

万
象
（
四
月
号
）

　
雛
飾
る
津
軽
な
ま
り
の
の
ん
ど
り
と�

江
見
　
悦
子

受
贈
誌
よ
り

事
務
局
日
誌

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

運
営
基
金
の
お
願
い

　千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

運
営
基
金
を
募
集
致
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　◇
一
口

　
　二
千
円

　◇
送
付
先

　千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
基
金
口

　
　郵
便
振
替�

〇
〇
一
四
〇

−

〇

−

七
九
二
〇
八
三

基
金
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
会
報
「
真
木
」
に

記
し
領
収
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

百
鳥
（
三
月
号
）

　
冬
の
虹
幸
賜
り
し
ご
と
見
上
ぐ�

大
串
　
　
章

ろ
ん
ど
（
四
月
号
）

　
た
ん
ぽ
ぽ
組
の
た
ん
ぽ
ぽ
農
園
始
ま
り
ぬ�

す
ず
き
巴
里

◆
第
四
回
理
事
会
　（
出
席
者
27
名
）

日
時
　
令
和
６
年
2
月
11
日
（
日
）

会
場
　
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
　
２
階�

パ
ー
ル

議
事
　
１
　
令
和
５
年
度
新
春
交
流
会
に
つ
い
て

　
　
　
２
　
第
９
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
贈
賞
式
に
つ
い
て

　
　
　
３
　
令
和
６
年
度
新
緑
交
流
会
に
つ
い
て

　
　
　
４
　
令
和
６
年
度
千
葉
県
俳
句
大
会
に
つ
い
て

　
　
　
５
　
令
和
６
年
度
秋
季
吟
行
会
に
つ
い
て

　
　
　
６
　�

青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
　
特
別
展

「
俳
句
展
」
に
つ
い
て
　

　
　
　
７
　
会
報
「
真
木
」
二
〇
九
号
に
つ
い
て

　
　
　
８
　
そ
の
他
　
事
務
局
報
告

会
員
異
動

　新
会
員

　
山
崎
　
み
ち
子
（
香
取
市
）

　
箕
輪
　
カ
オ
ル
（
我
孫
子
市
）

　謹
　訃

　
巻
田
　
泰
治
　
様

　
佐
々
木
　
茂
　
様

　
渡
部
　
節
郎
　
様

　
西
本
　
　
幸
　
様

　
　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
入
会
員
一
句



令和６年４月25日 （8）千葉県俳句作家協会会報第209号

koh

心
を
満
た
す
俳
句

歩

い

て

俳

句
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主宰　増成栗人
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発
行
所

◆
誌
代
／
年
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一
二
、〇
〇
〇
円

松
戸
市
三
矢
小
台
二-

四-

一
六 

谷
口
方

電

　
話 

〇
四
七-

三
六
三-

四
五
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七-

三
六
六-

五
一
一
〇

〒271
-0087

創
刊 

鳥

居

三

朗

師
系 

今
井
杏
太
郎

主
宰 

飯
田

　
晴

雲
発
行
所

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
・
四
八
七
・
七
一
二
七

八
千
代
市
勝
田
台
一-

七-

一

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ-

一
〇
〇
五

〒
276-
0023
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刊
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指
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創

　
　
刊

　
阿
部
筲
人

主

　
　
宰

　
髙
橋
健
文

誌
代

　
一
年

　

 

一
二
〇
〇
〇
円（
送
料
共
）

電
話

　
〇
四
七-

七
一
三-

六
四
九
五

振
替

　
〇
〇
二
五
〇-

一-

一
四
一
二
七
八

好

日

俳

句

会

千
葉
県
松
戸
市
中
金
杉
二
ノ
七
八

〒
270-
0007

現
代
俳
句
同
人
誌

名
誉
代
表

　
塩
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谷

　
仁

代
表

　
清
水
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誌
代

　
一
年

　
六
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〇
〇
円
（
送
料
共
）

遊
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俳
句
会
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〇
四
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五
三
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四

振
替
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八
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〇
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二
七
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